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研究背景︓本研究は、伝えたいことがうまく伝えられないコミュニケーション困難の要因を、状況的な観点から分析し、特に「非主張的
（アサーティブでない）行動」に着目したものである。研究目的は、日常生活において自分の意見や感情を適切に表現できない理由を
明らかにすることである。

研究成果︓コミュニケーションを行う側と受け取る側の双方の視点からアンケート調査とインタビュー調査を行い、得られたデータをもとに
行動・思考・感情に対する質的分析を行った。分析の結果、自分の意見や感情を明確に伝えない非主張的行動を取る人々は、自ら
コミュニケーションを制限してしまう傾向があることが示された。このような参加者は、自分の意見や感情を表現すると相手に迷惑がかかる
のではないかという不安や恐れを抱いており、結果として自己表現を避ける行動をとっていた。

社会的・学術的なポイント︓本研究の意義は、アサーション（自己主張力）がコミュニケーションにおける行動、思考、感情と深く関連
していることを具体的に示したことにある。この知見は、コミュニケーション支援の手法開発や心理的サポート手法の改善に役立つことが
期待される。今後の課題としては、より多様な状況や対象者への適用を通じて、本研究で得られた知見の汎用性を検証し、具体的な
コミュニケーション支援策を提示することが挙げられる。
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